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はしがき

　本書は、弁護士が弁護士のためにネット広告のノウハウを解説した
書籍です。広告規程の遵守のための解説だけではなく、「どのような
広告が問い合わせに繋がるのか」という広告の技術に関する解説にも
注意を払っています。
　また、得られた問い合わせを効果的に依頼に繋げる方法、そもそも
依頼に繋がらない問い合わせを減らす方法、それを判断する方法な
ど、これまで弁護士広告に関する書籍や研修ではあまり触れられてこ
なかった点も重視しています。

　本書がほかの弁護士広告に関する書籍や研修と根本的に異なるの
は、純粋に、ただひたすら弁護士のために解説した点です。
　そうはいっても、「弁護士が利益を得られればいい」という趣旨で
はありません。弁護士広告というと、たくさんの問い合わせや依頼を
獲得することだけが強調されがちですが、それ以上に大事なことがあ
ります。
　それは弁護士広告により、「希望する分野の事件について経験が積
める」「業務のクオリティが上がる」、また「適切な弁護士広告は公益
性が高く、市民を法的救済に誘導する」ということです。弁護士広告
は、弁護士の経済的利益のためだけではなく、弁護士自身のスキルの
向上、ひいては利用者の利益につながるという重要な役割があるので
す。

　さて、弁護士広告が一般化したことにより、それにまつわるトラブ
ルも増えています。
　すぐに思い浮かぶのは誇大広告、誤導する広告といった不適切広告
かもしれません。もちろん、それは広告に関するトラブルの代表格で
す。ですが、弁護士の目線から考えると、トラブルはこれだけにとど
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まりません。例えば次のようなトラブルも頻出です。

１．広告を出したのに、問い合わせや依頼に結びつかない。
２．広告の費用対効果が悪すぎる。
３．そもそも広告の効果が出ているかわからない。
４．広告のせいで、弁護士が炎上（ネットで批判が殺到）した。
５．広告のせいで、弁護士でなく依頼者が炎上した。
６．�広告のせいで、依頼者が誤解して、相談や受任がスムーズにい
かなかった。

７．�問い合わせは増えるけれども相談にも受任にも繋がらず、広告
費も対応コストも積み上がるばかりである。

　本書では、このようなトラブルを避けて効果的な弁護士広告を行う
ノウハウについて解説しています。
　広告規程に違反したり、社会の非難を浴びたりしないようにするだ
けではなく、「広告コストばかり費やして肝心の受任に繋がらない」
というよくある問題への対処方法にも触れています。
　特に、「広告を出したことで問い合わせは増えたが、『ちょっと聞き
たいだけ』というものばかりで、全く相談にも依頼にも結びつかない」
という悩みは頻出です。こういったケースで、どのように対応コスト
を合理化するか、相談に結びつけるかも踏み込んで解説しています。
　このように、弁護士広告の実行そのものだけではなく、その効果測
定や改善、さらに広告の成果を受任に結びつけるコツといった点も解
説しています。

　「弁護士の努力に比例する」のがネット広告です。本書でも繰り返
し強調していますが、基本は法律相談の応用です。「弁護士広告は難
しい。特別なテクニックが必要だろう」と思われている方こそ、ぜひ
本書を読んでいただきたいと思っています。
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　本書を活用することで、１人でも多くの弁護士が、１人でも多くの
市民の相談や依頼に応え、法の支配の実現に少しでも貢献できれば、
筆者にとってこれに勝る喜びはありません。

2021 年９月
深澤 諭史
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❶ 弁護士広告のイメージを切り替える

　本章では、前置きとして、弁護士広告が弁護士にどのようなイメー
ジを持たれている存在であるか、社会的にはどのように思われている
か、弁護士と社会と弁護士広告の関係などについて、筆者の見解を概
説します。
　その上で、弁護士広告の規制を概説し、頻出のトラブル等について
も触れていきます。
　本書のテーマは、「効果的な弁護士広告の実施」ですから、本章で
触れるのはテーマそのものではありません。それでも本章の前半部分
を総論に、後半部分を規制について割り当てているのは、これらが効
果的な弁護士広告を実施する上で重要だからです。
　筆者は、弁護士広告の問題について、弁護士相手に、弁護士会の委
員会や SNS などで議論することがたびたびあるのですが、弁護士広
告を実施している弁護士自身ですら、弁護士広告そのものには、あま
りいいイメージを持っていないことも少なくありません。
　「仕事を得るために仕方がなくする」とか、「もっぱら経済的利益を
目的にして行われるものである」「しないで済むなら、それに越した
ことはない」等のイメージも持たれています。これらは、全面的に誤
りではなく、ある意味においては真実です。ですが、弁護士広告に対
する否定的な印象はあくまでも一面的なものに過ぎません。社会に
とって有益な側面も大いにあります。
　そういうことで、「弁護士広告が悪いのではなくて、悪い弁護士広
告がある」「弁護士広告は、弁護士のためだけではなくて、社会のた

弁護士にとっての弁護士広告

1
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めにもなる」ということを理解していただくために解説する次第です。

❷ 弁護士広告の一般的なイメージ
（１）ネガティブなイメージも多いけれど……

　弁護士広告というと、弁護士である読者の皆さんは、どのようなイ
メージを持っているでしょうか？
　ひょっとしたら、悪いイメージを持っているかもしれません。弁護
士広告を実施していない弁護士は、「自分の本来の仕事を奪う存在だ」
と思っているかもしれません。
　また、そういう直接的（経済的！？）理由ではなく、「弁護士広告
をしている弁護士は、広告ばかり派手で実績や能力が伴っていない」
と思われる方もいるかもしれません。
　このようなネガティブなイメージを、弁護士広告に対して持ってい
る人も珍しくありません。
　かくいう筆者も、「弁護士広告を認める現行制度は一定の弊害もあ
るだろう」と感じています。実際に問題がある広告を見ることもそう
珍しくありません。後に述べますが、社会の目も弁護士広告に好意的
なものばかりではありません。むしろ、厳しい目が向けられています。

（２）弁護士広告が悪いのではなくて悪い弁護士広告がある
　弁護士広告の位置づけや効用、そして活用法を考えるにあたって
は、弁護士広告には良いところ（これは、これからお話しします）も
ありますが、上述したように、問題もあること、良いイメージを与え
るとは限らないことは念頭に置いておくことが重要です。
　本書では、効果的な弁護士広告について解説するだけではなく、弁
護士広告を実施する上で陥りがちな間違い・問題についても解説しま
す。
　ですが、それは弁護士広告そのものが悪いという話ではなく、悪い
弁護士広告があるということです。弁護士広告には、弁護士業務の特
性（専門性や情報の非対称性など）から、「容易に悪い弁護士広告が
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実現できてしまう」という根本的な問題があるのです。

❸ 弁護士広告の弁護士に対する効用
（１）依頼があってこその弁護士

　弁護士広告は、若干ネガティブなイメージを持たれることが少なく
ない一方で、世にあふれています。それはもちろん、弁護士広告には
大事な効用があるからです。
　弁護士広告の効用、それは、「依頼を獲得することができる」とい
うものです。なお、第４章で詳しく触れますが、もう少し正確に言う
と、得られるのは依頼ではなくて問い合わせです。
　「当たり前じゃないか」と思われるかもしれません。ただ、この当
たり前は、弁護士広告の弁護士に対する「効用」を考える上で、そし
てそれを最大化する上で大事な視点です。
　弁護士は霞を食べて生きているわけではありません。事務所の維持
費、自分の生活費の合計額を売り上げが上回らないと、弁護士業も、
そして生活も続けることはできません。依頼を受けるということは弁
護士業を続けるため、もっと言えば弁護士が弁護士であるために必須
です。

（２）広告した分野のスキルが磨かれる

　弁護士広告の効用を語ると、依頼を受けるとか、生活費と経費とを
賄う程度の売り上げがないといけないとか、「もっぱらお金の話だ」
というイメージをもたれるかもしれません。
　もちろん、経済的な面は大事です。ですが、もう少し、意識の高い（公
益的な）ことを言ってみると、弁護士の業務の質に関わってきます。
特に専門分野において、それは顕著です。
　どういうことかというと、基本的に、弁護士広告を出す場合、「弁
護士がここにいます！ 何でも頼んでください！」というだけの広告
であることは稀です。また、現実問題として、そのような広告を出し
たところで、潜在的依頼者には届かないでしょう。ほとんどの相談者
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は、弁護士ではなくて、法律サービスを探しているからです。検索す
るときも、「弁護士　地名」だけで検索することは少なく、「弁護士　
借金問題」とか、「弁護士　地名　離婚」などと検索します。
　弁護士広告は、効果の観点からすると、漠然と「何でもやります」
では効果が低く（このあたりは第２章で触れます）、ある程度、特定
分野に集中して行わざるを得ません。
　そうすると、弁護士広告を実施した分野について、集中して依頼が
来ることになります。当たり前ですが、特定の分野の事件を、処理す
れば処理するほど、その事件についてのスキルは磨かれていきます。
まんべんなくいろいろな分野を扱うこともとても大事ですが、一方
で、特定分野を集中して取り扱えば、専門性を得ることができます。
　つまり、弁護士広告は、単に「依頼を受ける」「売り上げを上げる」
だけではなく、「自分が希望する分野についての依頼を集める」「選択
した分野について集中的に取り扱うことでスキルが身につく」「専門
性を獲得することができる」という効用もあるのです。
　専門性を身につけることができれば、よりよいサービスを廉価で依
頼者に提供することができます。これは、弁護士のためだけではなく、
依頼者、そして広く社会のためにもなるといえます。
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❶ 社会への情報提供は市民を救う
（１）弁護士広告が情報提供になる

　当然ですが、弁護士広告の内容としては、「弁護士がどういうサー
ビス（例えば、債務整理など）を行うのか」だけでは不十分です。
　弁護士に依頼する人は、相当に不安になっているわけですから、単
に解決するとか、そういうことだけでは理解を得られません。また、
経過を説明せずに（しばしば、とても都合のよい）結果だけを記載す
ると、相談や受任後のトラブルにもなりかねません。
　そういうわけで、ほとんどの弁護士広告は、弁護士が「やる」こと
はもちろん、事件の流れ、処理の流れ、そして関連する法律、実務上
の取扱い等についても解説をしています。
　すなわち弁護士広告は、弁護士自身の情報提供であり、弁護士の行
う業務の情報提供ですが、「社会に対する法律情報の提供」という重
要な機能も有するということになります。

（２）法律に関する情報提供が重要な理由

　わざわざ述べるまでもないと思いますが、法律に関する情報提供は
重要ですし、社会の役にも立ちます。
　正しい情報があれば、間違った法制度を信じ込んで損害を被ること
を防ぐことができます。また、自分の権利利益を守ることのできる法
制度を知ることができれば、救済を受けることもできます。
　一番わかりやすい例は、借金問題でしょう。昔のフィクションでは、
借金苦で自死に追い込まれるとか、あるいは一家離散とか、そういう

社会にとっての弁護士広告
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描写を頻繁に見ましたが、今日ではそういう描写を見ることはすっか
り減りました。今でも借金苦による自死はありますが、一時期に比べ
れば、そういうニュースを目にすることは減ったように思えます。
　なぜなら、今や「借金問題は破産をはじめとする法的手続きで解決
することができる」ということが広く社会に知れ渡ったからです。
　ここまで来るには、もちろん問題解決のために今の実務を築き上げ
た先達の功績が第一にありますが、第二に弁護士広告による啓蒙があ
るのではないでしょうか。
　今や、借金関係のキーワードで検索すると弁護士広告が大量に表
示されます。わざわざ検索しなくても、ウェブサイトを閲覧し、SNS
を利用し、あるいはテレビを見れば、借金問題に関する広告をたくさ
ん目にすることになります。
　弁護士広告について、ネガティブな印象を持つ弁護士も市民もいる
ことは事実です。ですが一方で、弁護士広告が多くの命を救ってきた
事実も否定できないでしょう。

❷ 弁護士広告があれば弁護士に相談・依頼ができる
（１）弁護士広告がないと相談・依頼に至らないことも

　弁護士広告がないと、弁護士にたどり着けない、弁護士に相談・依
頼ができないことがあり得ます。
　「今や、ゼロワン地域もほとんどなくなったし、弁護士が見つから
ない、なんてことはそうそうないのではないか」と思われるかもしれ
ません。確かに、弁護士を見つけるだけであれば、全く苦労しない時
代になりました。ですが、弁護士が見つかる環境さえあれば、相談・
依頼に直ちにつながるわけではありません。
　弁護士に相談するべきであるのに、そのことに気がつかないケース
もあります。そうなると、弁護士がいくらいても、弁護士への相談や
依頼には結びつきません。
　また、弁護士に相談や依頼を検討しても、「結果や費用の予想がつ
かない」「そもそもその弁護士で大丈夫なのか」と躊躇い、踏み切れ
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ないことがあります。
　弁護士に相談する人は不安を抱えていることが通常ですが、相談に
踏み切る段階で不安が邪魔をすることがあるということです。

（２）弁護士広告は相談者の不安を払拭する

　弁護士広告には、「弁護士に何ができるのか」「どれくらいの費用や
時間がかかるのか」といったことが記載されています。広告を見て不
安が払拭されれば、弁護士に相談をする決断ができます。
　また、事件そのものについての不安はもちろんですが、実は、相談
者は想像以上に弁護士そのものに不安を抱いています。
　別に弁護士は怖い存在でもなんでもないですし、そもそも相談者の
味方ですから身構える必要はないのですが、相談に抵抗を感じる人も
少なくありません。
　また、事件によってはあまり言いたくないこと、プライベートなこ
とを話す必要があります。弁護士から秘密が漏れることはないといっ
ても、弁護士には秘密を明かさないといけないので、相談者は「弁護
士がどういう人か」ということにも興味を持っています。
　弁護士広告には、弁護士の紹介があります。広告によって「弁護士
がどういう人か」を事前に知ることができれば、弁護士そのものへの
不安も解消され、相談に踏み切りやすくなります。


